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沖
縄
県
北
谷
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
、
２
月
９
日
㈮
か
ら
12
日
㈪

ま
で
県
外
交
流
事
業
と
し
て
鏡
石

町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

鏡
石
町
と
北
谷
町
の
交
流
は
、

平
成
５
年
３
月
に
鏡
石
町
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が
北
谷
町
を
訪
れ
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
10
回
目
と
な

る
今
回
は
、
北
谷
町
の
小
学
４・５

年
生
14
人
と
団
長
な
ど
５
人
が
、

鏡
石
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
ス
ケ
ー
ト
や

会
食
な
ど
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

初
日
は
、
町
役
場
で
小
貫
秀
明

副
町
長
が
訪
問
団
を
歓
迎
し
、
２

日
目
は
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

そ
ば
打
ち
体
験
、
石
川
町
で
ス
ケ

ー
ト
体
験
を
楽
し
み
、
夜
に
は
鏡

石
舘
で
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
木
賊
正
男

町
長
が
、「
今
回
の
交
流
が
皆
さ
ん

の
心
に
残
る
思
い
出
と
な
り
、
ま

た
大
人
に
な
っ
て
か
ら
鏡
石
町
を

思
い
出
し
、
訪
れ
て
ほ
し
い
。」
と

歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

北谷町スポーツ少年団員が鏡石訪問
30
年
以
上
続
く
交
流
事
業

そ
ば
打
ち
や
ス
キ
ー
な
ど
を
体
験

ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
太
鼓
叩

き
を
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち

挨
拶
を
す
る
北
谷
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
団
長
の
宮
城
さ
ん

北
谷
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
さ
ん

　

ま
た
、
北
谷
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
団
長
の
宮
城
亜
矢
さ
ん
が
、

「
北
谷
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し

て
８
年
ぶ
り
に
鏡
石
町
に
来
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
雪
や
き
ら
き
ら
ア

ー
ト
も
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
楽
し
め
ま
し
た
。
今
度
は
北

谷
町
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

北
谷
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆

さ
ん
は
、
３
日
目
に
は
天
栄
村
で

ス
キ
ー
を
体
験
し
、
４
日
目
に
町

関
係
者
に
見
送
ら
れ
、
北
谷
町
に

帰
郷
し
ま
し
た
。

-Interview-

北谷町スポーツ少年団
団員　州

す
鎌
がま
聖
せ
七
な
さん

Q. どの体験が印象
に残っていますか？

A. スケートです。
転んだりもしまし
たが、とても楽し
くできました！

お
そ
る
お
そ
る
氷
の
上
を
進
み
な
が
ら
初
め
て
の

ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

そ
ば
打
ち
を
体
験
す
る
子
ど
も
た
ち

路線バスを利用して
みませんか？

　

近
年
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル

の
踏
み
間
違
い
事
故
な
ど
、
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が

加
害
者
と
な
る
事
故
の
減
少
を
目

指
し
て
、
高
齢
者
の
安
全
運
転
を

支
援
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
積
極
的
に
活
用
し
、
交
通
安

全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能

や
判
断
力
の
低
下
に
よ
っ
て
、
運

転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
を
対

象
に
、
自
主
的
に
運
転
免
許
証
を

返
納
す
る
方
を
支
援
す
る
制
度
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
制
度
の
利
用
を

検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
町
総
務
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　移動手段の確保が困難な高齢者の方などを対
象に外出支援（買い物）を行っています。
　事前に申請が必要となりますので、詳しくは
町社会福祉協議会までお問合せください。

　路線バスは、鏡石町内～須賀川駅まで１日最
大で 15本出ています。
　主に旧道を通っているので、スーパーや病院ま
で行くことができます。
　料金は、鏡石駅前～須賀川駅前までは 420円
となります。

高齢者の安全運転、
運転免許証の自主返納を
支援します

①高齢者安全運転支援装置設置事業補助金
●対象者
　①申請時に３か月以上町内に住所を有し、か
　　つ申請する年度内に65歳以上になる個人の方
　②業者において道路運送車両の保安基準に適
　　合した後付け装置を購入及び設置した方
　※車両購入と同時に設置した方については対
　　象外となります。

①後付け安全運転支
援装置を設置した方
には費用の補助を、
②免許返納した方に
はタクシーかバスの
乗車券を交付する制
度があります。

●補助金額
　安全運転支援装置設置費用の
　２分の１の額※上限：20,000 円
●必要書類
　安全運転支援装置設置費用、品質規格、
　設置箇所が確認できる書類

②高齢者運転免許証自主返納支援事業
●対象者
　免許返納時に町内に住所を有し、かつ 70歳
　以上の方
●支援の内容
　NORUCAパス（路線バス用 ICカード）
　または
　タクシー利用券　10,000 円相当

●必要書類
　運転免許の取消通知書　または
　運転経歴証明書
　（警察署または運転免許センターで運転免許証
を返納すると発行されます。）

※いずれも、町税などにおいて滞納がない方が対象となります。

●問い合わせ先 町社会福祉協議会　☎ 62-6428

●問い合わせ先　総務課　☎ 62-2111

おでかけ支援「ゆうあいバス」
運行しています


